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特集 新たな発想が拓くDXの地平

要　約

1 製品のコモディティ化とデジタル技術の進展により、従来のモノづくりだけでは他社と
の差別化、新規顧客の獲得・維持が難しくなっている。消費者の嗜好がモノからコトへ
とシフトする中、多くの企業では、顧客体験価値の向上を目指して、製品中心から顧客
中心にシフトするために、事業の中心となるデータの見直しを進めている。

2 ビジネスとITの密接化が進む中、エンタープライズアーキテクチャー（EA）の重要性
が再認識されている。データ活用でビジネスを変革・推進していくには、データアーキ
テクチャーの検討が不可欠となっている。

3 データアーキテクチャーを検討することとは、事業の中心となるコアデータを特定し、
データの構造・特性・関係性を示すデータモデルを定義し、データを収集・蓄積・処理
する基盤となるデータプラットフォームを整備することである。

4 データドリブン経営で成長し続ける企業は、顧客が誰なのか、顧客が成し遂げたいコト
の本質が何かを見極め、顧客中心のデータアーキテクチャーを再定義し、データ活用を
推進している。

Ⅰ　データドリブン経営に不可欠なデータアーキテクチャー
Ⅱ　データアーキテクチャーの再定義による成長企業の取り組み
Ⅲ　データアーキテクチャーと向き合う 3つのポイント
Ⅳ　データ活用の温故知新

C O N T E N T S

アーキテクチャー視点から読み解く
データ活用の温故知新
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る必要がある。

2 データアーキテクチャーの
 3 つの構成要素

本稿で論じるデータアーキテクチャーに
は、コアデータ、データモデル、データプラ
ットフォームの 3 つの構成要素が存在する。
コアデータとは、事業の中心となるデータ、
価値創造に必要なデータのことである。デー
タモデルとは、データの構造・特性・関係性
のことである。データプラットフォームは、
データを収集・蓄積・処理するデータ管理基
盤のことである。データアーキテクチャーを
検討するということは、事業、サービスで必
要となるコアデータを特定し、コアデータを
基にデータモデルを定義し、データを活用す
るためにデータプラットフォームを整備する
ことである。

企業がこれまで扱ってきたデータは、ERP
やSCMなど基幹系の業務システムにある売
上データのような、人が理解しやすく扱いや
すい構造化データが中心であった。スマート
フォンが普及し、モノがインターネットにつ
ながる時代となった現在は、画像、音声、ブ
ログやSNSなどのテキスト情報、センサー情
報といった、データ単体で意味を持ち、デー
タベースでは扱うことが難しい非構造化デー
タと呼ばれるデータで溢れている。

JUAS（一般社団法人 日本情報システム・
ユーザー協会）の「企業IT動向調査報告書
2020」によると、企業における非構造化デー
タの活用割合は、まだ 1 割強と低い。しか
し、業種別に見ると、製造業や電気・ガス・
水道業では半数以上の企業が、IoTデータや
画像などのデータを活用済み、もしくは今後

Ⅰ	データドリブン経営に不可欠な
	 データアーキテクチャー

1 モノ売りからコト売りへの変革
モノのコモディティ化とデジタル技術の進

展により、消費者の関心はモノの所有から、
モノが提供するコトや、サービスを通じて得
られる体験価値へとシフトしつつある。その
ため、製造業をはじめ多くの企業で、これま
でのモノ売りを中心としたビジネスモデルか
ら、消費者に体験価値を提供して継続的に対
価を得るコト売りを中心としたビジネスモデ
ルへの変革が迫られている。モノ売りビジネ
スではモノの特徴や機能を価値として提供す
ればよかったが、コト売りビジネスにおいて
は、モノはあくまで手段であり、モノを通し
て得られる消費者の体験価値にコミットして
いく必要がある。

インターネットをはじめ、IoT、AI、スマ
ートフォンなどの技術進歩により、さまざま
なデータが取得・活用できる時代となってい
る。企業は、データを現状の可視化だけでな
く、将来予測や新たな価値を生み出す必要不
可欠なものとして捉え、モノからコトへ、顧
客が実現したいコトを起点としたビジネスモ
デルへ変革するために、データの利活用を進
めている。データを活用したビジネスを実現
すべく、データ基盤の整備を進めている企業
は多い。データを収集して蓄積する器をつく
ってデータを分析・活用する取り組みであ
る。しかし、データアーキテクチャーを考え
ずに、単に仕組みだけを構築しても、結局、
使われない代物となってしまう。従来のモノ
を中心としたデータ構造、事業・サービスの
中心となるデータそのものから、見直しを図



24 知的資産創造／2021年11月号

活用予定となっており、データ活用領域を拡
大している。以前は、構造化データだけ扱っ
てデータアーキテクチャーを検討すればよか
ったが、今後は多くの企業で、こうした扱い
にくい、非構造化データを含めてデータアー
キテクチャーを検討し、データ活用を推進し
ていく必要がある。

3 エンタープライズアーキテクチャー
 におけるデータアーキテクチャーの
 現状

今から20年ほど前に、エンタープライズア
ーキテクチャー（EA）と呼ばれる、企業全
体をビジネス、データ、アプリケーション、
テクノロジーの 4 つの階層に分けて、経営戦
略とITを絡めた全体最適化により、顧客ニ
ーズや社会環境、IT技術変化に素早く対応
するフレームワークが国内で注目された。

データアーキテクチャーはEAにおいて、
ビジネスの下の 2 番目の階層に位置付けられ
ている。しかし、当時は現在のようにビジネ
スにITが不可欠というほど両者が密接に絡
んでいたわけではなく、データはアプリケー

ションの副産物、もしくはアプリケーション
を動かすために必要なものとして捉えられて
いた。情報システムの多くは業務プロセスを
中心に縦割りで構築されており、データより
も、ビジネスに必要なシステム機能としてア
プリケーション開発が重要視されていたた
め、データアーキテクチャーはアプリケーシ
ョンよりも下に位置付けられているのが実態
である（図 1 ）。

事業部門ごとに業務遂行に必要となるアプ
リケーション開発が優先されてきたので、シ
ステム開発の現場では、データ構造が複雑化
し、類似データが複数システムに存在する、
必要なデータを取得するのに時間を要する、
データの粒度・鮮度が異なるといった課題を
聞く機会が多い。そのため、データを収集し
て分析しようにも、使えないデータばかり
で、全社をまたがったデータ活用が困難な状
況に陥っている。ビジネスへのデータ活用が
求められている現在は、EA本来の「あるべ
き姿」のように、ビジネスを実現するために
必要なデータを考え、データアーキテクチャ
ーを構築することで、変化に強い企業構造へ
と、全体の最適化を図る必要がある。

Ⅱ	データアーキテクチャーの
	 再定義による成長企業の取り組み

本章では、データアーキテクチャーを見直
し、再定義することで成長し続ける企業の取
り組みを紹介する。

1 顧客資産を増やすために：ティア
（1）	 サービス競争力の強化

ティア（TIAA）は、米国教職員に対し、

図1　エンタープライズアーキテクチャーのあるべき姿と実態
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判断し、データアーキテクチャーの見直しを
決意した。データは顧客に対して多くの機能
をもたらす。顧客がより多くの情報にアクセ
スできるようにするには、金融サービス商品
を中心としたデータモデルではなく、顧客を
中心としたデータモデルへの見直しが必要と
判断した結果である。

（2）	 段階的なマスタデータ統合
顧客がより多くの情報にアクセスできるよ

うに、顧客を最も重要なデータと位置付け、
データの正確性、アクセス性を向上させるた
めに、2010年に「IT Accelerate」と呼ばれ
るプログラムを立ち上げ、バックエンドの標
準化されたデータ機能の構築を行った。顧客
中心のデータモデル実現に向けて、まず、顧
客マスタの統合から開始したのである。シス
テムが肥大化・複雑化していたので、一気に
すべてのデータモデルを見直すことは影響も
大きく現実的ではない。そこで、既存システ
ムやデータベースの大幅改修・刷新なしに、
一元化されたマスタデータの管理を可能とす
るMDM（Master Data Management）ツー
ルを活用して、 5 年の期間をかけて段階的に
顧客情報の統合を図っていった。

まず手をつけた領域は、年金・保険領域の
Webサイトやコールセンターなど、顧客接
点系のフロントサービスである。データのサ
イロ化によって見えにくくなっていた顧客像
を明確にしながら、段階的に見直し領域を広
げていった。200以上のデータベースを、停
止もしくは廃止することにより、パフォーマ
ンスと可用性を向上させ、MDMによる一元
化された情報源の実現とデータアクセスの合
理化を図ることで、業務プロセスの信頼性と

退職年金プランを提供する世界最大規模の年
金運用機関である。米国の実業家であるアン
ドリュー・カーネギー氏によって1918年に設
立され、現在、顧客基盤として、約500万人
の個人加入者と 1 万5000社を超える機関投資
家を有している。

2010年、当時のCEOであったロジャー・
ファーガソン氏は「Vision2020」を打ち出
し、顧客を中心とした新しい組織体制、シス
テム改革をスタートさせた。リーマンショッ
クから回復した10年当時は、インターネット
の普及が広がり、業界内の競争が激化してい
た。ブラックロックやバンガードなどの競合
他社は、手数料の引き下げ、Web利便性の
向上、ロボアドバイザーのような新たなサー
ビスを次々とローンチしていた。競合他社と
のサービス競争に打ち勝ち、優良顧客を囲い
込むには、顧客視点に立ったサービス提供力
の強化、市場投入スピードの向上、利便性の
向上を図っていくことが急務となっていた。

しかし、これまで企業買収を繰り返してい
た同社のシステムは肥大化・複雑化してい
た。その結果、金融サービス商品、チャネル
ごとにデータが異なる場所にあり、顧客情報
がサイロ化している状態であった。数十の顧
客リレーションマネジメントシステム（CRM）
に大量の顧客データを保有しているという強
みはあったが、それらを抽出して組み合わせ
ることで、シームレスで即効性のある顧客体
験の実現やインサイトの強化を行うことが困
難な状況であった。

そこで、当時のCDO（最高データ責任者）
は、顧客ニーズを把握して体験価値を高める
には、顧客情報の統合を図り、顧客をコアデ
ータとしたデータモデルへの変更が必要だと
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で最も認知度の高いブランドの一つであっ
た。

しかし、消費者の嗜好が変化し、当時アメ
リカ人口の1／3を占める外食傾向の高いミレ
ニアル世代は、低価格なマクドナルドよりシ
ェイクシャックのような高品質で健康的な食
材を使ったファストカジュアルチェーンを好
むようになっていた。また、競合であるバー
ガーキングやウェンディーズは、ソーシャル
メディアを使った宣伝、ネット注文・決済ア
プリの提供など、積極的にデジタル化の投資
を行い、顧客ニーズの把握、体験価値の向上
を図っていた。商品開発、メニュー追加ばか
りに目を向け、顧客の期待に応えていなかっ
たマクドナルドの収益は、14年に過去10年で
最低を記録し低迷していた。

（2）	 顧客体験価値の向上と顧客情報の収集
すべてのビジネスにおいてテクノロジーの

重要性が高まっている時代であったが、マク
ドナルドにはデジタル戦略が存在しなかっ
た。2015年 3 月に就任したスティーブ・イー
スターブルックCEOは、デジタルを再生の
ための重要な要素と位置付け、顧客の声に耳
を傾けることをより重視し、消費者の嗜好の
変化に合わせて迅速に行動することを決意し
た。そこでまず、店舗内にタッチパネル式の
セルフオーダー端末（kiosk端末）やタブレ
ットデバイスを設置し、クーポンアプリの配
布により顧客とのタッチポイントを増やしな
がら、顧客体験を高めると同時に、顧客情報
を収集することを開始した。顧客情報を保持
していなかった同社は、最初から個人を特定
する顧客情報を集めるのではなく、匿名の個
人情報から収集を開始している。

効率性を確保していった。

（3）	 データ連携層による
	 360度視点の情報アクセス

各システムに散在していた顧客情報や、事
業部ごとに複数存在していたデータプラット
フォームの情報は、最終的にフロントエンド
とバックエンドの間に構築した顧客情報を統
合するデータ連携層に統合された。このデー
タ連携層は、データを蓄積し一元的に管理す
る機能（リポジトリともいう）とデータ連携
を行う機能を担っている。リポジトリへのデ
ータの出し入れは標準化されたAPI（アプリ
ケーションプログラミングインターフェー
ス）を介して行う。この連携層がフロントと
バックエンドを疎結合にし、またバックエン
ドのシステム間、およびフロントとバックエ
ンドのデータがシームレスに連携できるよう
になることで、ティアはフロントチャネルの
変化、サービス改変などに素早く対応するこ
とが可能となった。

顧客中心のデータアーキテクチャーは、
360度の顧客ビューで顧客理解を可能とし、
顧客ライフステージに応じたアップセルやク
ロスセルの機会を増やすことを可能とした。
顧客との関係強化に成功した同社の運用資産
は、2020年に1.25兆ドルと、11年の 2 倍に達
している。

2 顧客の期待に応え競争優位を
 確保するために：マクドナルド
（1）	 深刻な顧客離れに陥り業績が悪化

2014年、マクドナルド（McDonald’s）は、
苦戦を強いられていた。同社は14年末時点で
は、119カ国に 3 万6258店舗を展開し、世界
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その後、よりカスタマイズされた顧客体験
を提供するために、17年にネットで注文・決
済が可能なモバイルオーダー＆ペイアプリをリ
リースした。また、同年にデリバリー業者のウ
ーバー・テクノロジーズ（Uber Technolo-
gies）やドアダッシュ（DoorDash）と提携
し、マックデリバリーサービスにより、店舗
外の顧客体験価値の向上も図っている。匿名
の個人情報の収集から開始し、 2 年間の準備
期間を経て、個人の特定が可能な顧客情報の
収集を本格的に行うことで、顧客をコアデー
タとした顧客中心のデータモデルを構築し、
顧客体験のパーソナライズ化を進めている。

（3）	 データプラットフォームの
	 標準テンプレート化

これまで顧客情報を収集していなかったマ
クドナルドは、収集したデータを分析・活用
するために、クラウド上にデータプラットフ
ォームを新規構築している。グローバルにビ
ジネスを展開する同社は、各国・各州の法規
制などを考慮してプラットフォームを構築す
る必要があった。法規制に準拠したデータプ
ラットフォームを構築するために、AWS（ア
マ ゾ ン ウ ェ ブ サ ー ビ ス ） やMicrosoft 
Azureなどのクラウドサービスごとにデータ
プラットフォームの標準テンプレートを用意
している。デジタル対応が遅れていた同社
は、データアーキテクチャーを標準化し、テ
ンプレートを活用することで、データ活用基
盤をグローバルに早期展開可能とした。デー
タ活用を推進した結果、顧客体験向上により
デジタル売り上げを大きく伸ばし、事業を再
成長させている。

3 顧客行動の探索のために：
 アマゾン・ドットコム
（1）	 データプラットフォームの性能限界

顧客をコアデータとして、ECサイト、ビ
デオ、音楽、アレクサなど、グローバルでさ
まざまなビジネスを展開するアマゾン・ドッ
トコム（Amazon.com）は、サービスの追加
や利用者の増加により、利用履歴や音声デー
タなどの非構造化データを日々増加し続けて
いた。

増え続ける非構造化データは、各サービス
事業体で独立して管理されており、データの
ケアが不十分であったため、データモデルが
複雑化していた。データの所在やデータ構造
など、各サービスの担当者に確認しない限
り、把握が難しい状況となっており、収集し
ても活用できていない非構造化データが多数
存在していた。データボリュームが増え、デ
ータモデルが複雑化した結果、2017年にはプ
ラットフォームが性能限界に陥ってしまっ
た。

（2）	 データモデルの見直し
アマゾン・ドットコムは、単純にプラット

フォームをスケールさせて性能問題を解消す
ることを優先するのではなく、これまで取り
込めていなかった、顧客行動履歴の非構造化
データを拡充するため、データモデルの見直
しに踏み切った。

顧客関連情報をすべて取り込むことは、顧
客理解につながる。顧客理解がビジネスに直
結するということを同社は理解しているの
で、データモデルの見直しを優先した。すべ
ての非構造化データを取り込めるように、非
構造化データに付帯するメタデータの標準化
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と、データ品質の定義を行っている。メタデ
ータとは、図書目録のようなものである。デ
ータに対するデータであり、そのデータが何
のデータなのか、どのシステムでつくられた
ものか、どのような構造なのかなど、データ
自身の付帯情報のことである。

メタデータは、これまでデータオーナーで
あるサービス事業体ごとに管理されており、
管理項目が標準化されておらず、データオー
ナー以外はデータ項目やデータの意味が分か
らない状態となっていた。そこで同社は、全
社ルールとしてメタデータの管理項目を標準
化している。その上で、非構造化データを取
り込んだ形で複雑化したデータモデルの見直
しを行い、不要なデータ間の連携や無駄なデ
ータ処理を排除することで、データ保守性の
向上を図っている（表 1 ）。さらに、データ
のケアを継続的に行い、データ品質を確保す
るために、マネジメントサイクルを構築し、
ツールやチェックチームにより定期的に品質
を評価している。

（3）	 AWSクラウド上で
	 データプラットフォーム再構築

アマゾン・ドットコムのデータプラットフ

ォームは、2017年までオンプレミスのオラク
ル（Oracle）のデータベースを利用してい
た。これまで何度も性能問題に陥っていた
が、その都度、オンプレミスのプラットフォ
ームをスケールする形で凌いでいた。しか
し、今回の性能限界を契機に、ようやく
AWSへの移行を決意し19年に移行を完了さ
せている。クラウドの恩恵で処理能力は向上
し、オラクルを廃止したことでライセンスコ
ストやメンテナンスコストがなくなり、運用
コストを40％以上削減している。

また、データ活用時の検索効率を向上させ
るために、データカタログツールを独自に整
備している。データカタログツールは、デー
タの所在や品質の可視化を実現し、事業部門
間のデータ活用に貢献している。また、デー
タの利用履歴やデータに対する評価コメント
など、カタログツールから取得できる情報を
運用メタ情報として蓄積することで、継続的
にデータの品質・価値を高めている。

4 ビジネスを再定義し
 顧客が誰かを捉え直すために：
 コマツ
（1）	 モノ価値からコト価値へ

建設機械・鉱山機械メーカーであるコマツ
（小松製作所）は、世界の現場をダントツで
つなぐDANTOTSU Value（ダントツバリュ
ー）を掲げ2000年以降、ダントツ商品、ダン
トツサービス、ダントツソリューションの3
軸でビジネスを展開している。

顧客である施工会社に対し、ダントツ商品
の建機、建機の稼働状況の把握、アフターサ
ービスや予防保全を行うダントツサービスの機
械稼働管理システム「KOMTRAX（Komatsu 

表1　メタデータ標準化の例

メタデータ分類 項目

技術 データ構造、パス、所在システム、など

ビジネス ビジネス用語、コード体系、保存期間、など

運用 データオーナー、利用条件、利用状況、評価コメント、
など

データフロー データの加工元、加工先の関係、など

データ品質 品質SLAの指標（鮮度、重複割合、データ欠損率、など）
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Machine Tracking System）」を提供してい
る。IoTが普及する20年以上も前から、ICT
を駆使して自社製品のモノの価値を提供する
ビジネスを展開してきた。

土木・建設業界は、慢性的な労働力不足や
オペレーターの高齢化問題により、25年には
130万人の労働力不足に見舞われるといわれ
ている。同社は、現在、安全で生産性の高い
スマートでクリーンな未来の現場を実現する
ために、スマートコンストラクションとよば
れるダントツソリューションを提供して、現
場施工の高度化を目指している。モノからコ
トへの提供価値の転換である。

（2）	 現場中心のデータモデル
2015年、スマートコンストラクションを提

供開始した当時、コアデータは顧客である施
工会社であった。施工の現場には、施工のプ
ロセスごとに複数の施工会社が関与し、人だ
けでなく建機やダンプカーなどの機械類、コ
ンクリートなどの資材類が存在する。そこで
コマツは、施工現場にかかわるものを機械、
労務、材料の 3 つに分類し、これらすべての
情報をデジタル化して、現場に紐付けて管理
することで、現場を中心としたデータモデル
を構築している（図 2 ）。

施工のプロセス単位のデジタル化（縦のデ
ジタル化）だけでは、生産性の向上は限定的
である。各プロセスがデジタルデータですべ
てつながることで、全体の最適化を図ること
が可能となる。すべての施工プロセスをデジ
タルでつなぐ横のデジタル化を実現するに
は、コアデータを現場に再定義し、現場中心
のデータモデルを構築する必要があった。

コアデータを施工会社から現場へと見直

し、データアーキテクチャーを再定義したス
マートコンストラクションは、20年 4 月に
DX・スマートコンストラクションとしてさ
らなる進化を遂げている。データプラットフ
ォームも新たにAWS上に再構築した。現場
中心のデータアーキテクチャーにより、実際
のリアル現場とデジタル現場を同期させたデ
ジタルツインの世界をつくり、機械、労務、
材料のモノと施工オペレーションのコトを統
合した、データドリブンな施工プロセスを実
現することで、施工全体の生産性・安全性の
向上を図っている。

Ⅲ	データアーキテクチャーと
	 向き合う 3つのポイント

この章では、企業がデータアーキテクチャ
ーとどう向き合うか、どのように再定義して
いくべきかを考える。

データアーキテクチャーの検討には、まず

図2　スマートコンストラクションの現場中心のデータモデル

【機械】
✓建機（他社含む）
✓ダンプ
✓ドローン
…

【労務】
✓施工会社
✓資材業者
✓作業者
✓運転手
…

【材料】
✓土
✓コンクリート
✓砂利
✓U字溝
…

機

材 労
現場
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（Systems of Engagement） と 呼 ば れ て い
る。CITとBITに求められるシステム要件は
全く異なるが、互いのデータはそれぞれシー
ムレスにやり取りできる必要がある。ティア
の場合、フロントシステムがSoEで、バック
エンドシステムがSoRに該当し、同社はデー
タ連携層をフロントとバックの中間に構築す
ることで、顧客データの相互連携を可能とし
ている。

2 つ目のポイントは、顧客が成し遂げた
い、コトの本質を見極めることである。企業
がデジタルビジネスで顧客とつながり、継続
的に良質な顧客体験を創出し続けるには、顧
客とのタッチポイントをつくり、顧客が何を
しているのか、何を欲しているのか、顧客に
とっての価値は何か、といった顧客ニーズを
把握し続ける必要がある。ただデータを収
集・蓄積すればよいわけではない。これまで
に紹介した各社の事例で、顧客が成し遂げた
い、コトの本質を振り返る。

ティアの場合は、「ライフステージに応じ
た資産運用」である。顧客の運用資産を増や
すことは、同社の運用資産を増やすことにつ
ながる。顧客を第一に考え、顧客情報の統合
を図り、顧客のライフステージに応じて年金
資産を形成できるよう、顧客の財務状況をシ
ームレスに把握できるダッシュボードやレポ
ート、プラン情報の統合などによって顧客体
験価値を高めている。

マクドナルドの場合は、「今食べたいもの
を、どこでも、早く、安心して食べたい」で
ある。顧客とのタッチポイントをつくり、良
質な顧客体験を創出する中で、顧客が何を欲
しているのか、顧客にとっての価値は何かと
いった顧客ニーズを把握するためにデータ収

企業のビジネス・サービスを支える中核とな
るデータが何かを見極める必要がある。そこ
で、 1 つ目のポイントとなるのが、データを
主役として考えることである。データはヒ
ト、モノ、カネに次ぐ第四の経営資源といわ
れている。企業はこれまで業務を支えるため
に、業務のデジタル化を進め、業務プロセス
を支えることを目的として取引データやマス
タデータを収集・保存するためのシステムを
設計・構築してきた。縦割り組織で業務運営
を行ってきた企業の多くは、時代の経過とと
もに、業務システムの部分最適化が横行し、
複雑化することで汎用性が低下している。そ
の結果、信頼性のある有益なデータを取り出
すことが困難となっており、ばらつきのある
プロセスやデータは、ビジネスの柔軟性やス
ピードを落とす結果を招く。

先に紹介したティアでも、顧客が求めるデ
ータを取り出すことが難しい状態であった。
システムの多くは、特定の商品のみをサポー
トするように構築されていた。その結果、複
数商品をサポートするために重複したシステ
ムやプロセスが存在し、業務が複雑化してい
た。金融サービス・商品の市場投入スピード
に問題を抱える結果となり、顧客向けポータ
ルでは、ユーザーが求める情報に簡単にアク
セスできる方法を提供する必要があった。

野村総合研究所（NRI）では、システムを
その利用目的や用途、設計思想によって、コ
ーポレートIT（CIT）とビジネスIT（BIT）
に分類している。一般的には、コーポレート
ITは、記録のためのシステムを意味するSoR

（Systems of Record）、ビジネスITはユーザ
ー視点を取り入れて企業とユーザーをつなぐ
エンゲージメントシステムを意味するSoE



31アーキテクチャー視点から読み解くデータ活用の温故知新

集から行った。
アマゾン・ドットコムの場合は、「欲しい

ものが最短で手に入る」である。デジタルビ
ジネスで規模の経済を実現するために、各事
業領域で管理していた顧客データを企業全体
で共有し再利用できるよう、すべての非構造
化データを扱えるようにデータモデル、プラ
ットフォームの見直しを行った。

そして、コマツの場合は、「施工現場の生
産性向上」である。コマツでは、現場施工に
かかわる関係者すべてを顧客と見なし、入札
から調査・測量、計画、施工、検査に至る施
工プロセス全体でカスタマージャーニーを描
き、デジタル化による改善・高度化のポイン
トを見極め、コアデータの見直しを行った。
そして、現場中心であり顧客中心でもあるデ
ータモデルにより、施工プロセスのデジタル
変革、つまりオペレーション変革を実現する
ことで顧客体験価値を向上させている。デー
タドリブンで競争力を確保しようとしている
企業は、顧客が成し遂げたいコト、つまり、
顧客価値の最大化を図るために、コアデー

タ、データモデル、データプラットフォーム
の順にデータアーキテクチャーの再定義を行
っている（図 3 ）。

3 つ目のポイントは、データドリブン経営
で成長し続けるには、継続的にデータアーキ
テクチャーの最適化を図っていくことが重要
となるという点だ。データアーキテクチャー
は、一度構築したらそれで終わりではない。
アマゾン・ドットコムやコマツも、さらなる
成長を目指して、一度構築したデータアーキ
テクチャーを継続的に見直し、最適化を図っ
ている。継続し続けることが重要であり、継
続しないとそこで成長はストップする。顧客
が成し遂げたいコト、つまり、顧客価値を最
大化するために、コアデータ、データモデ
ル、データプラットフォームの順にデータア
ーキテクチャーの再定義が重要となる。

Ⅳ	データ活用の温故知新

冒頭でEAの現状について紹介をした。ア
ーキテクチャーとは、設計思想や基本構造な

図3　顧客が成し遂げたいコトとデータアーキテクチャーの再定義
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では、企業はどのように取り組むべきか。
まず経営や現場がデータアーキテクチャーの
概念、必要性を理解していることが重要とな
る。事業ドメインのビジネスモデルを設計
し、現状からあるべき姿に向けて、コアデー
タやデータモデルを分かりやすく整理し、こ
れまでとの違いや変化を共通理解する必要が
ある。コアデータは、自社の事業ドメインに
捉われずに、時系列ごとに顧客との接点や行
動を図式化したカスタマージャーニーを描く
ことで、自社にとって必要となるものが見え
てくる。あるべき姿を描いたら、そこに至る
ロードマップ（計画）を策定し、取り組みを
具体化していく。企業システム全体での最適
化が理想ではあるが、レガシーシステムのよ
うなSoR領域の見直し検討には、時間と労力
を要する。段階的に取り組めるよう、優先
度、マイルストンを決めてメリハリをつけな
がら取り組む必要がある。アーキテクチャー
の検討は継続が重要となる。ロードマップに
沿って変革を推進し、事業環境の変化に合わ
せて状況をモニタリングしながら、継続的に
見直し検討を行い、維持管理していく組織機
能も必要となる。

顧客体験価値で競争力を確保するために、
多くの企業で顧客中心主義を企業活動の指針
として掲げている。顧客の企業に対する期待
も日々高まるばかりで、企業は顧客からのフ
ィードバックを活用して常に変化し続ける必
要がある。顧客中心のアプローチでデータを
活用し、顧客の期待に応え続けるには、顧客
中心のデータアーキテクチャーを構築するこ
とが重要となる。EAに立ち返り、顧客中心
のデータアーキテクチャーを再定義すること
が、データ活用の温故知新ではないかと筆者

どを表す言葉である。EAとは、ビジネスと
情報システムの全体像を整理して全体を俯瞰
し、企業関係者が共通の認識の下で全体最適
化を図る設計思想である。ただ、20年前の時
点でのEAは、情報システム部門が、システ
ムの最適化によってコスト削減や構築技術の
標準化を進めるといった傾向が強かった。シ
ステムを可視化するために膨大なドキュメン
トを整理し、ガバナンスのルールやガイドラ
インをつくる活動は、投資対効果が見えづら
く、その必要性を理解させることが難しかっ
た。そのため、EAに取り組んだものの、必
要性が理解されず、途中で挫折し、浸透しな
かった企業が多いのも事実である。

現在は、ビジネスとITが切っても切れな
いほど密接化しており、データ活用の巧拙が
ビジネスの成長に大きく左右する時代となっ
ている。EAは現時点の最適化ではなく、将
来のあるべき姿に対して最適化を図り、企業
の目的達成に必要な情報やデータを提供する
ものである。変化に強い企業構造にするに
は、システム部門とビジネス部門が一体とな
り、企業全体の未来の設計図、変化に対する
指針となるEAの構築を検討すべきである。
特に、これからのEAでは、データアーキテ
クチャーが極めて重要な視点となる。データ
アーキテクチャーはビジネスアーキテクチャ
ーに次いで 2 番目に位置付けられていること
を再認識する必要がある。企業は、事業戦
略、ビジネスモデルを基にコアとなるデータ
を見極め、企業全体で共有を可能とし、アプ
リケーションやシステムを構成する要素の再
利用性を高めることで、ビジネス環境の変化
に迅速かつ柔軟に対応できる適応力を身につ
けなければならない。
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は考える。
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